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概要 

Abstract 

性虐待を受けた子どもたちは、”Normal to be normal”と言われると

おり、挿入性の性被害を受けていても性器・肛門に異常所見を認め

ないことが圧倒的大多数である。そのため、子どもの供述しか証拠

がないことがほとんどであるが、子どもは大人よりも誘導・示唆を

受けやすく、また、聞き取りが繰り返されると、子どもに大きな心理

的負荷をかけるとともに、供述が撤回されたり、変遷したりして、信

用性が疑われる結果となる。これらを防ぐために 2015 年 10 月 28

日から児童相談所・警察・検察の 3 機関連携による『協同面接』が運

用されている。さらに、2023 年の刑事訴訟法改正によってこの『協

同面接』ビデオが刑事裁判の証拠となる道が開かれた。 

他方、性虐待と身体的虐待やネグレクトは合併しやすいため、性虐待

の事実を明らかにするための『協同面接』と、子どもたちの身体に起

こったことを評価する『系統的全身診察』はセットで実施されなけれ

ばならない。しかしながら、日本では『系統的全身診察』の実施が不

十分である。この問題の解決策である『子どもの権利擁護センター

(CAC)』の活動についても紹介する。 
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